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１－３ 適用範囲 

 

１－３－１ 適用範囲 

 

 

 

 

 

バリアフリー法は、特定道路の新設又は改築を行うときは、当該特定道路（以下「新設

特定道路」という。）を、道路移動等円滑化基準に適合させなければならないと定めている。 

その他の道路（新設特定道路を除く道路）についても、基準適合義務までは課していな

いものの、道路移動等円滑化基準に適合させるよう努力することを求めている。 

本マニュアルは、バリアフリー法、道路移動等円滑化基準等を補足するものであるので、

道路移動等円滑化基準に基づき道路整備を行う場合には、本マニュアルに適合させなけれ

ばならない。すなわち、本マニュアルは、新設特定道路及び努力規定に基づき同基準に適

合した整備を行うその他の道路（これらの道路を総称して以下「特定道路等」という。）を

対象としている。 

『すべての人にやさしいまちづくり』を進めるため、新設特定道路以外の道路について

も、本マニュアルを可能な限り積極的に適用し、全市的な道路のユニバーサルデザイン化

を図るものとする。 

なお、他の道路管理者や道路管理者以外の事業者が実施する事業であっても同様である

ので、特に他の道路管理者や道路管理者以外の事業者が実施する場合は、統一的な運用が

図られるよう留意しなければならない。 

 

※１ 特定道路  ：１－３－３ 解説 12 参照 

※２ その他の道路：１－３－３ 解説 20 参照 

 

表１－３－１ マニュアルの適用範囲 

  
道路 

特定事業 
その他
の事業

新設 
特定道路 ◎ ◎ 
その他 
の道路 ◎注 ○ 

注）「その他の道路｣であっても、道路管理者の判断により道路特定事業計画に定め整備を実施する場合

は、本マニュアルに適合しなければならない。 

例：特定道路に取付く道路の一部、駅前広場等 

 

 

凡   例 

◎ 適用 

○ 可能な限り適用 

１．特定道路※１を新設または改築する場合は、当該特定道路を本マニュア

ルに適合させなければならない。 

２．その他の道路※２についても、可能な限り本マニュアルに適合させるよ

う努めなければならない。 
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図１－３－１ バリアフリー整備のイメージ 


